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学校図書館・公立図書館連携研修会とは… 
学校図書館と公立図書館の効果的な連携の在り

方について考え、学校図書館を活用した授業の推進
や子供の読書活動の推進を図ることを目的に開催し
ています。今年度は、8月1日（月）に東上総教育
事務所管内の学校図書館・公立図書館関係者
128 名が集まり、研修会を実施しました。 

お問い合わせ先：教育振興部生涯学習課 
電話 ０４３（２２３）４０７２ 

立教大学兼任講師の中山
な か やま

美由紀
み ゆ き

氏をお招きして
「公立図書館との連携による学校図書館機能の充実
に向けて」というテーマでご講演いただきました。 

学校図書館関係者と公立図書館関係者が一つのグループになり、「主体的・
対話的で深い学びの実現に向けて、わたしの地域でできること～図書館の活用
を通して～」というテーマでグループ討議を行いました。 

県立図書館による情報提供 

県立図書館が学校向けに行っているサービスに
ついて情報提供を行いました。ぜひ、活用をし
てみてください。 

講演では新しい取り組みをたくさん 
知ることができた。また、グループ討議
では、いろいろな取り組みを知ることが 
できて、有意義な時間となった。とても
勉強になった研修会でした。 

グループ討議で市立図書
館との連携を話し合う機会
があり、よかったです。 

市の司書の方と意見交換ができたのは 
とても有意義でした。 

GIGA スクール構想に関連して、図書館運営用のアカウ
ントを作成するというのは目から鱗だった。対生徒だけで
はなく職員間でも大変有効な手立て。どの実践もうまく
本校でも取り入れられないか、といろいろ考えさせられる
為になる講演でした。 

勤務校の図書館経営と理想的な活用を比較すること
ができた。連携すると学校図書館の機能が充実するこ
とがよく分かった。 

図書の活動に力を入れている学校の実践を聞くこ
とで、自分達の課題をより実感できた。 

子供が活躍する、子供の主体性を育む学校図書
館・学校教育という視点で改めて見ると、子供たち
と一緒にできる活動が学校図書館、公立図書館と
も沢山あると感じました。 

令和４年度子供の読書活動優
秀実践校・図書館による実践発
表を行いました。 
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